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清酒酵母 に よ る有 機酸生 成 に 関す る 研究 （第 2 報） ア デ ニ ン 高生産

酵母 の 分 離 と そ の 諸性質

（大 関 ・総研 ）○ 右 原 由紀子 、 神田 晃敬、浜地 正昭 、 布川彌 太郎

【目 的 】前報 に お い て 、 ア デ ニ ン の 生 合成 系が 有 機酸生 成 に 寄与 して い る こ とが 示 唆 さ れ

た 。 今 回、我 々 は、有機酸 高生 産株 の 育種と ア デ ニ ン の 生合成 系 が有機酸の 生成 に ど の 様

な 影 響 を 与え る か を 調べ る た め 、 ア デ ニ ン に よ る フ ィ
ー ドバ

ッ ク 阻害 を解除 した 変 異株 の

分 離 を試 み た 。 こ の 変異株 の 諸性質の 検討結果及 び 清酒 醸造試験 結果に つ い て報 吉 す る 。

【方 法 】協会 酵 母 の ハ プ ロ イ ド株 K−7H6．−1株か ら分離 し元 ア デ ニ ン 要求 性株 7H6−AD1株 を用
い 、・ま ず常法 通 り EMS 処 理 し 、 フ ィ

ー ドバ
ッ ク 阻害 の 解除 され た株 を取 得す る た め 、ア

デ ニ ン を 含む 培 地 で も赤色 に な る株 を 分離 した 。 しか し、 こ の ま ま で は ア デ ニ ン を生 合成
で き な い の で 、次 に ア デ ニ ン 要求性 を 失 っ た 復帰変異株 の 分離を 行 う た 。 こ れ ら の 株 を、

グ ル コ ー ス 15 ％ を 含む YPD 培地 （酵母 エ キ ス 0 ， 5 ％ 、
ペ プ ト ン 1 ％） で 25 ℃ ・5

白間静 置培養 後 、 上 清申 の ア デ ニ ン 濃度 ・有機酸組成等を 分析 した 。 な お 、 ア デ ニ ン 濃度

は ア デ ニ ン 要 求 性株 を用 い た バ イ オ ア ッ セ イ法で 測定 した 。

【結果】 ア デ ニ ン の 存在 下で 赤色 を呈す る
）

ア デ ニ ン に よ る フ ィ
ー ド バ

ッ ク 阻害が 解除 さ

れ た と思 わ れ る 株 を 分離 した 。 そ の うち 5 株を使用 し、ア デ ニ ン 要求挫 を 失 っ た 復帰変異

株 9 株 を得 た 。　培養 後の 培地 上 清 の ア デ ニ ン 量 は 、親株 で 0、 OOOS％以 下 で あ っ た が、分 離

株 の 中 に は O．005 ％以上 の もの もあ り，’過剰 に ア デ ニ ン が生 産 さ れ て い る こ と が わ か っ た 。

ま た 、 滴定酸 度 は 親 株 の L95 濯 に 対 し分離株は 2．50〜3．20疲 とな り 、 リ ン ゴ 酸 と コ ハ ク 酸

の 和 が 親株 の 1．9〜 2．6倍 とな っ た 。 そ の 他 に、小 仕込 に よ る清酒 醸造結 果 に っ い て も報告
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清酒酵母の イ ノ シ トー ル 欠 乏下 で の 増殖 と生理 的性質

　　　　　　　　（菊正 宗 ・総 研）○ 古川恵 司 ・溝 口 晴彦 ・原　昌道

【目的 】　 清酒 醪中で イ ノ シ トー ル （lno） は酵 母 の 増殖 と と も に 菌体内 に取 り込 まれ 、醪

中期 に は 上 清 中 の lnoは 著 し く低 い レ ベ ル に な る こ と を報 告 し た 。

t ］

　そ こ で 醪 中で の lno と酵母 と の 関 わ り に っ い て 明らか に す る た め に 、 まず lnoの 欠乏 が清

酒 酵母 の 増殖 や死 滅に 及 ぼす 影響 に っ い て 検討す る とと も に 、Ino欠乏下 で も死滅 し に く い 、

い わ ゆ る Ino欠耐性変異株を取 得 し 、 そ れ らの 増 殖特性お よ び醪 で の 挙動 に っ い て 検討 した 。

．【方法 】酵母 は主 に 協会 9 号 酵母 泡 な し株 の 単相体 Hll α dWを 使用 し＃ 。　Ino欠培 地 と して

Hayashidaらの 合成 培地 を 改変 した培地
2 ，

（pH 夛．4，グ ル コ ー
ス 10％ ，Ino欠） を使用 し、生

菌 数 を平 板培養法 で 測定 した 。

【結 果】 Hlld 株を 初発菌数 1× 106／ml で lno欠下 で 培養 した と こ・
ろ 、30℃ で は 良 く増 殖 し

た が 、1G℃ で は培 養時 間の経過 と と もに 対数的 に 生 菌数 は 減 少 し 12H 後 に は 1．7xle
・4
／m1 と

な っ た 。

　 Ullα 株 を E−MS処 瑾後
「
、　 lno欠培 地 に 4 × 106／ml で 接種 し 10℃ 12日間の 集積培 養を 2 回行 い 、

最終 的 に 耐性株 2 株 を取 得 した 。 耐性株 は lno欠培地 で 10℃ ICお い て も生菌数 は 約 T倍 に 増

大 した 。 本株 が 耐性を示 す の は 低温下 で の lho合成量 の 増大 に よ る もの で あ っ た 。 耐性株 に

よ っ て 小仕込 試 験 を行 っ た 結 果 、 ア ル コ ー ル 耐性株 の 挙 動 を示 し た 。
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